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設置目的
老人福祉法に基づき、高齢者の心身の健康と福祉の増進を図るとともに、地域住民と

の共同利用によりふれあい交流を進め生きがいづくりを促進する

施設概要

・敷地面積…4,013.00㎡

・建物面積…751.00㎡

・建物構造…鉄筋コンクリート造一部２階建

・主な構成施設…客室５、交流施設、浴室及び脱衣室、食堂、厨房、ラウンジ、事

務室、デイルーム

指定管理者

名称 株式会社かの高原開発

代表者 代表取締役　岸田　安義

令和３年度（令和２年度分）　指定管理者評価表【基本事項】

１．指定管理施設及び指定管理者概要

施設名称 周南市石船温泉憩の家

所管課
高齢者支援課

所在地 周南市大字鹿野上１６６７番地の４

設置年月日 昭和47年8月22日 　22－8461

非公募 料金制度 利用料金

所在地 周南市大字鹿野上３５１６番地

連絡先
電話 　0834－68－2542 E-mail ishibune-onsen＠dream.ocn.ne.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://kanokougen.com/onsen/

指定期間

募集方法

　　令和2年4月1日　～　令和3年3月31日 年数 1 年間

指定管理の主な業務

・憩の家の維持管理に関する業務

・憩の家の利用の許可に関する業務

・その他市長が必要と認める業務

２．施設の運営状況

目標管理

目標指標名 年　度 Ｒ2年度 Ｒ3年度

年間延べ利用者数
目標値 60,000人 60,000人

実績値 42,859人 ―

施設の稼働状況

利用区分等 利用目標 利用実績 稼働率(%)

項目 　　収支計画額（円） 　　　実績額　（円）

収

入

指定管理料

年間入浴利用者数 27,000 18,506 ―

年間宿泊者数 300 116 6.7%

17,440,500 17,440,500

利用料金収入 47,626,700 30,656,617

年間食事利用者数 27,500 24,237 ―

支

出

人件費 26,499,000 22,190,031

物件費 41,408,400 31,824,689

その他の収入

68,015,200 60,459,701計

指定管理業務

に係る収支状況

参

考

使用料収入

自主事業収入

自主事業経費

計 68,015,200 56,777,932

委託料 107,800 2,762,892

その他 320

2,948,000 12,362,584
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項目 評価内容 評価

全

体
目標の達成状況 Ｂ

組

織
体制・人事 Ｂ

業務の運営 Ｂ

施設の稼動状況 Ｂ

施設の維持管理（清掃等） Ｂ

施設の維持管理（点検・修繕等） Ｂ

緊急時の対応方法 Ｂ

創

意

工

夫
サービス向上及び経営改善に関する取組み Ａ

広

報
ＰＲ・情報提供の実施状況 Ｂ

苦情処理の状況 Ａ

情報共有 Ｂ

指定管理経費の経理事務の状況 Ｂ

利用者満足度調査における施設満足度 Ａ

書類の作成・提出 Ｂ

総

合

評

価

B

平

均

点
3.2

※4点満点

施　設　名 周南市石船温泉憩の家

指定管理者名 株式会社かの高原開発

施設全体の経年劣化は見受けるが、職員による施設の清掃が行き届いており、非常に清潔

に保たれている。

定期的な清掃と必要な点検を適宜行い、施設を安全に使用できる状態にされている。

適切な保険に加入している。年2回の避難訓練を実施しており、緊急時対応マニュアルと連

絡体制はできている。

国や県、市の企画や助成金の情報収集を積極的に行い、利用者の増加や経営改善に努

めている。また、利用者へのおもてなしとして花木の適切な管理や季節に合わせた生け花を

行い、サービス向上に取り組んでいる。

評価事項・不適切事項等

新型コロナウイルス感染症の影響により、目標達成ができなかった。特に従来の繁忙期であ

るGWの休館と、三密になりやすい入浴、サウナや食堂の利用控えが原因であると分析でき

ている。様々な企画に積極的に参加することで利用者の獲得に努めている。

業務内容に応じて、適切な人員配置がされている。必要な研修が行われており、職員一人

ひとりの対応の良さが利用者の満足度につながっている。

令和３年度（令和２年度分）　指定管理者評価表【評価】

評価結果の割合 項目別評価結果

新型コロナウイルス感染症の影響により、宿泊や食堂などで利用者の減少が目立った。しかしながら、特に職員の対応の親切さの項目

を筆頭に利用者の満足度が高い。引き続き、高齢者の心身の健康と福祉の増進を図るとともに、地域の観光資源としても積極的な

PRと満足度の高いサービス提供を継続されたい。

見守り配食や石船サロンの業務は指定管理業務と連動しており、経理の分離ができていな

いが、会計経理は適切に行われている。

利用者満足度調査は109人の回答数があり、十分な調査数が確保できている。全体的に

利用者の満足度は高く、特に職員の対応の親切さの項目では約90％の人が「非常に満

足」と回答している。

提出書類は期限内に提出があり、市が依頼した資料も丁寧かつ迅速に提出されている。

評

価

コ

メ

ン

ト

業

務

相

談

・

連

携

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

ホームページでの情報発信に加え、地域の特産品を生かした商品開発を行うなど常にPR活

動に積極的である。

苦情への対応は適切にできている。

市への報告は適切に行われており、常に情報提供を行い共通認識を持っている。

協定書に掲げられた業務のうち、新型コロナウイルス感染症により開催できなかったさくらまつ

りを除き、適切に実施されている。

利用者数は減少しているが、新型コロナウイルス感染症の影響により利用者が減少したとし

て原因をしっかりと把握している。「GoToEatやまぐち食事券」やスタンプラリーへの参加を行う

ことで利用者の増加に努めている。
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※端数処理のため、評価結果（A～D）の割合の合計が
100%にならない場合があります。


